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　熱中症には、様々なタイプがあり、なかには死亡に至る事例もみられます。しかし、その多くは初期の対応・処置が

迅速･的確であれば助かるのです。ここでは、適切な保健指導のあり方について考えます。

　熱中症の保健指導においては、以下のことに留意しましょう。

1．保健指導のあり方

高温環境への理解　
　近年の熱中症による死亡状況をみると、乳幼児の場合は、暑熱下の駐車場で自動車に乳幼児を寝かせ

たまま買い物に行っている間の事故、中高校生では、炎天下のグランドでのスポーツ中、中年層では、野外

の作業や仕事中の熱中症が多くみられます。高齢者では、家の中で日常生活において、熱帯夜等の就寝中

にも多く発生しており、高齢化社会の進行とともに、熱中症に占める高齢者の割合が多くなっています。

　環境面では真夏日や熱帯夜が多くなり、コンクリートやアスファルトでおおわれた緑が少ない都市部での

ヒートアイランド現象も、熱中症の発生に拍車をかけます。アスファルトの道路からの照り返しによる
ふくしゃ

輻射熱

は厳しく、ベビーカーや小さな子どもの活動空間である地表面付近は、より暑さの厳しい環境になっていま

す。（43頁参照）。

　家の中は、夜間でも昼間の熱がこもるため、寝苦しい熱帯夜の時には、高齢者は、寝ているうちに知らず

知らずに熱中症になる場合があります。

　屋内でのスポーツの場合も、バトミントンや卓球のように風に影響されないよう閉めきった館内や剣道や

柔道等のように防護具・衣の着用で放熱がさまたげられ、高温・無風・高湿の状態においては、危険性が

増します。

　以上のように熱中症の発生には、環境条件、生活活動、着衣状態等が大きく影響します。

熱中症保健指導の際の基本的留意事項　
・熱中症患者が増加する梅雨明け前等、予防の効果が期待できる早い時期から保健指導を始めましょう。

・予防の視点から、一般的な生活の中で起こりうる熱中症の例を使って話すようにしましょう。

  例：冷房を切った自動車の中に赤ちゃんを寝かせたまま置き去りにしない。環境条件を把握し、気温のみ

でなく湿度や風、日射にも気を付ける。等

・適度の冷房や外出時の服装、帽子や日傘、水分の補給、普段の睡眠や栄養等、生活全体について総合的

な生活指導を心掛けましょう。

・熱中症が発生した場合の対応・処置についても、具体的に指導しましょう（24～26 頁参照）。

  例：涼しい場所に移動する。水分補給させる。体温を測定する。身体を水や冷風で冷やし放熱する。症状に

応じて、救急車を要請、医療機関に移送する。等
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幼い子どもや高齢者の熱中症予防を指導する場合は・・・

・ 体温調節機能が未発達の幼い子ども、そして体温調節機能が低下している高齢者が、熱中症になりやす

いことを周知しましょう。

・ 衣服や水分補給等に関する周囲の配慮が必要なことについて指導しましょう。

・幼い子どもや高齢者の熱中症が発生した事故の具体的な状況にふれて指導しましょう。

　特に、幼い子どもや高齢者は、暑熱による健康障害のリスクが高く、一層の注意が必要です。早い時期に夏場の日

常生活の注意点、熱中症の予防や発生した場合の対応等について指導する機会を持つことが大切です。

　地域の健康教室や健康相談、養護教諭への情報提供等、さまざまな機会を利用・活用し、保健指導を行いましょ

う。相談指導の際は、本マニュアルのほかにも、インターネット情報やリーフレット等一般の方にとって、アクセスしや

すく分かりやすい教材を活用しましょう（88頁参照）。

集団で行動する場合で暑熱による健康障害が想定される場合は・・・

・事前に予防対策を講じ、熱中症に関する知識、理解を深めるよう指導しましょう。

・温熱環境（温度のみでなく湿度、風速、屋外の場合には
ふくしゃ

輻射熱も）を測定するよう指導しましょう。

・睡眠や栄養等生活全体について指導しましょう。

・互いの体調に配慮するよう指導しましょう。

・責任者を明確にする等、熱中症予防に役立つ、具体的な体制を指導しましょう。（50～ 55 頁参照）。


